
　私達の住んでいる美濃地方を東海大震災から守りたいという強い想いを込めて名付けた。

ロボットの役割　
　＜１号機＞　　「MG-R1」（現場中継ロボット）
 　　機能：瓦礫除去・被災者発見・災害現場中継・インフォバルーンの設置
 　＜２・３号機＞「MG-R2，MG-R3」（救出ロボット）
 　　機能：被災者救出・被災者搬送
 　＜４・５号機＞「MG-Info1, MG-Info2」（インフォバルーン）
 　　機能：救助用道具設置・情報伝達

救助活動の流れ
　まず始めに先発隊として現場中継ロボットが発進して、通路の確保を行いながら、迅
速に被災者（ダミヤン）を発見します。そして、その現場の瓦礫除去も行って救出ロボ
ットの作業スペースを確保します。また、被災者（ダミヤン）の存在位置の目印として
インフォバルーンを設置します。
　救出ロボットがインフォバルーンを目印に現場に向かいます。救出ロボットがそれぞ
れの現場に到着したら、救出ロボットは自走式アームを伸ばし、被災者（ダミヤン）に
近づき、独立駆動アームを用いて救助します。この時に、現場中継ロボットは作業現場
の様子を中継して、救助活動がスムースにいくように支援します。
　救出ロボットは救出が完了したら帰還します。そして、インフォバルーンは現地に残
すことで必要な情報を被災者に伝達して活躍します。
 

　
　ミノーズは，岐阜工業高等専門学校の学生で構成されています。昨年は，救出できなか
ったので，その悔しさをバネに「やさしく」「安心」「確実」な救助方法を目指します。
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　私たちは精神的、肉体的に疲弊している被災者に対し、ロボットを用いた救助によっ
て余計な不安や恐怖を与えないために、「やさしさ」を考慮した救出活動を目指してい
ます。具体的には、救助隊が到着したということを知らせて被災者に安心感を与えるイ
ンフォバルーンや、アームを用いて被災者を持ち上げる方法ではなく，小型の自走式ア
ームを用いた救助方法を採用し，寒さや衝撃から保護するベッドや毛布を搬送用ロボッ
トに搭載します。
[インフォバルーン] 被災者に救助隊の到着を、また、ロボットや救助隊に被災者の位置
を知らせ、迅速な救助の手助けをします。２つ目はベース部分に救助用の道具を格納し
、地域住民や救助隊などに供給する役割を持ちます。
[自走式アーム] 被災者を上から鷲づかみにして救助するのではなく、救助ロボットに引
き込む形で救助するという特徴があります。
[ベッド・毛布] 救出ロボットは被災者を収容した後、衝撃を吸収するためにベッドを用
意し、毛布をかけることにより、被災者の安全に確保し、体力の低下を抑制します。
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MG-R1
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MG-R2
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MG-R3
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エムジーアール スリー
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MG-Info1
エムジーインフォ　ワン



2.3. 2

MG-Info2
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エムジーインフォ　トゥー




